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安全就業への取組（事故ゼロ） 
          安全委員による就業現場巡回を行っています 
  平成 22年度 

安全標語  過信と言う 二文字にひそむ 身の危険 
 

 

新
春
を
迎
え
て 

 
 
 

   
 

 

理
事
長  

保
田 

彰
則 

  
 
 

 
 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
す
が
す
が
し
い
新
年 

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
平
成
五
年
十
月
十
二
日
に

設
立
さ
れ
、
十
八
年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

御
蔭
さ
ま
で
事
業
実
績
は
、
毎
年
順
調
に
推
移
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
会
員
皆
様
方
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
地

域
社
会
に
評
価
さ
れ
、
行
政
を
は
じ
め
民
間
企
業
の
各
事
業

所
、
一
般
家
庭
の
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
頂
い
た

賜
も
の
と
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

 

さ
て
、
日
本
経
済
に
お
き
ま
し
て
は
、
世
界
同
時
不
況
に 

よ
る
影
響
で
、
景
気
後
退
の
局
面
に
は
い
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
社
会
環
境
に
お
き
ま
し
て
は
、
現
行
の
公
益
法
人
制

度
を
抜
本
的
に
見
直
し
た
公
益
法
人
制
度
改
革
関
連
三
法

案
が
平
成
二
十
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
も
五
年
間
の
移
行
期
間
中
に
、
新
た
な
法
人

へ
移
行
し
ま
す
。
こ
う
し
た
激
動
の
中
に
ご
ざ
い
ま
す
が
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
も
年
々
高
ま
っ
て
お

り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
事
業
展
開
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
化

社
会
の
創
造
の
一
翼
を
担
う
公
益
法
人
と
し
て
、
福
祉
の
受

け
手
で
は
な
く
担
い
手
と
し
て
、
活
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
働
く
こ
と
を
通
じ
て
社
会
参
加
を
図
り
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
シ
ル
バ
ー 

 
 

人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
本
年
も
安
全
就
業
を
第
一
に
、
事
故
ゼ

ロ
を
目
標
に
し
、
い
き
い
き
と
就
業
し
て
頂
く
と
共
に
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
佐

用
町
の
明
る
い
地
域
づ
く
り
の
先
頭
に
た
て
る
法
人
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と 

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の 

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

平
成
二
十
二
年
度
役
員 

 

理
事
長 

 

保
田
彰
則 

 

副
理
事
長 

野
村
惠
康 

春
名
刢 
 

理
事 

 
 

横
山
繁 

 

高
見
静
雄 
 
 
 
 
 
 

竹
内
一
喜 

小
原
春
雄 

 
 
 
 
 
 

保
木
貞
美 

植
田
昭
一 

高
見
俊
男 

坂
口
榮 

監
事 

 
 

橋
本
忠
夫 

寺
本
義
弘 

 

常
務
理
事
兼
事
務
局
長 

岡
本
一
良 

 

地
区
世
話
人 

 
 

佐 

用 

地
区 

・ 

横
山 

繁 
 

 
 
 
 
 
 

☎ 

八
三
―
二
二
二
二 

 
 

上 
月 

地
区 

・ 

高
見
静
雄 

 
 
 
 
 
 
 

☎ 

八
六
―
〇
七
八
一 

 
 

上
月
地
区
代
理  

寺
本
義
弘 

 
 
 
 
 
 
 

☎ 

八
六
―
〇
一
二
七 

 
 

南 

光 

地
区 
・ 
紙
上
敏
明 

 
 
 
 
 
 
 

☎ 
七
八
―
一
五
一
二 

 
 

三
日
月
地
区 

・ 
小
原
春
雄 

 
 
 
 
 
 
 

☎ 

七
九
―
二
三
六
三 

 
 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 
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 会員の就業は必ず 
センター、地区世話人を通じて！ 

会員の就業先を組織的に確保、提供しているのがシルバー

人材センターです。発注者から直接仕事を依頼された等の理

由によりセンター、世話人を通さず直接就業することは会員

就業規約により禁止されておりますので、必ずセンター、地

区世話人を通じて就業をお願いします。 
 また、センター、地区世話人を通さず就業した場合の事故

等については、シルバー保険の対象とならないばかりでなく

センターの社会的信頼が失われてしまいます。センター組織

を守るためにも個人での請負は絶対しないで下さい。 



  

現
在
は
「
社
団
法
人
」 

と
し
て
認
定
を
受
け
、 

「
佐
用
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
」
と
し
て
運
営
を
続
け
て
お
り
ま

す
が
、
平
成
二
十
年
十
二
月
一
日
制

度
改
革
が
な
さ
れ
、
現
行
の
社
団
法

人
は
、
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
五
年

間
の
移
行
期
間
内
に
公
益
社
団
法

人
、
公
益
財
団
法
人
へ
の
認
定
の
申

請
ま
た
は
、
一
般
社
団
法
人
、
一
般

財
団
法
人
へ
の
移
行
の
認
可
の
申

請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
協
会
で
は
県
下
三

十
四
セ
ン
タ
ー
が
平
成
二
十
四
年

四
月
一
日
一
斉
に
公
益
社
団
法
人

へ
移
行
す
る
た
め
の
事
務
が
進
め

ら
れ
、
説
明
の
た
め
各
種
研
修
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。 

     

 
 

一
、
公
益
目
的
事
業
を
行
う
事
を
主

た
る
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。 

二
、
必
要
な
経
理
的
基
礎
及
び
技
術

能
力
を
有
す
る
こ
と
。 

三
、
そ
の
事
業
を
行
う
に
当
た
り
理

事
、
監
事
等
に
特
別
の
利
益
を
与

え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

四
、
公
益
目
的
事
業
に
係
る
収
入
が 

そ
の
実
施
に
要
す
る
費
用
を
償

う
額
を
超
え
な
い
と
見
込
ま
れ

る
こ
と
。 

五
、
公
益
目
的
事
業
比
率
が
百
分
の 

五
十
以
上
に
な
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
等
、
こ
の
他
に
も
、
い
く

つ
か
の
条
件
が
有
り
ま
す
。 

        

学
術
、
技
芸
、
慈
善
そ
の
他
の
公

益
に
関
す
る
事
業
で
あ
っ
て
、
不
特

定
多
数
の
者
の
利
益
の
増
進
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
受
益
対
象
者

が
当
該
公
益
法
人
の
構
成
員
等
、
特

定
の
者
の
み
に
限
定
さ
れ
な
い
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

今
後
は
、
申
請
の
為
の
会
計
基
準

の
改
正
や
、
定
款
、
各
種
規
定
の
変

更
等
事
務
量
が
格
段
に
増
え
て
ま

い
り
ま
す
。 

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
公
益
事

業
を
継
続
す
る
た
め
、
公
益
社
団
法

人
へ
の
移
行
の
手
続
き
を
開
始
し
、

平
成
二
十
三
年
九
月
の
申
請
を
経

て
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
の
法

人
登
記
に
向
け
た
取
り
組
を
行
う

た
め
、
平
成
二
十
三
年
三
月
総
会
に

於
い
て
公
益
社
団
法
人
へ
の
移
行

に
つ
い
て
提
案
し
、
承
認
を
求
め
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

[

事
故
ゼ
ロ
運
動
に
対
し
十
月
二
十
七
日 

事
業
推
進
大
会
に
於
い
て
優
秀
賞
受
賞] 

 

こ
の
受
賞
は
、 

会
員
の
皆
様
を 

初
め
と
し
、
シ 

ル
バ
ー
全
体
で 

事
故
防
止
に
努 

め
、
安
全
就
業 

を
考
え
て
取
り
組
ん
だ
結
果
と
、
理

解
し
て
お
り
ま
す
。 

私
た
ち
安
全
委
員
も
、
こ
こ
数
年
、

就
業
中
の
安
全
保
護
具
、
特
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
を
安
全
就
業
の
第

一
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
、
就

業
前
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
点
検
指
導
、

会
員
同
士
の
声
掛
け
運
動
等
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
呼
び
か
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
十
二
年

度
の
数
回
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
に

お
い
て
も
、
就
業
中
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

未
着
用
者
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
又
、
無
事
故
日
数
を
記
録
す

る
掲
示
板
を
事
務
局
入
口
に
設
置

し
、
会
員
の
事
故
ゼ
ロ
運
動
へ
の
意

識
高
揚
を
図
っ
て
い
る
こ
と
も
、
優

秀
賞
受
賞
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。 

安
全
推
進
委
員
長 

 
小
原 

一
志 

仕
事
に
励
ま
さ
れ
て 

  
 
 
 
 

久
崎 

 

大
内 

美
恵 

道
端
に
何
気
な
く
咲
く
花
の
可

愛
ら
し
さ
、
そ
し
て
見
れ
ば
見
る
ほ

ど
美
し
く
可
憐
な
山
野
草
が
私
は

大
好
き
で
す
。
近
く
の
施
設
で
清
掃

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
行
く
途

中
道
端
に
咲
い
て
い
る
花
を
摘
ん

で
一
輪
洗
面
所
に
活
け
て
一
人
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
と
い
っ
た
花

器
が
有
る
わ
け
で
も
な
く
捨
て
ら

れ
て
い
る
空
き
缶
を
み
つ
け
て
、
名

も
無
い
花
だ
け
ど
入
れ
て
み
る
の

も
格
別
な
も
の
で
す
。
利
用
さ
れ
る

方
々
に
こ
の
花
か
ら
心
が
な
ご
み

少
し
で
も
心
が
通
じ
る
事
が
出
来

れ
ば
と
思
い
、
今
日
も
季
節
の
花
を

捜
し
な
が
ら
、
仕
事
に
行
く
脚
も
軽

く
家
を
出
る
日
々
で
す
。
健
康
で
毎

日
を
送
る
の
も
仕
事
を 

も
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
と 

働
く
喜
び 

を
感
じ
て 

い
ま
す
。 

ま
だ
ま
だ 

頑
張
ら
な 

け
れ
ば
と 

仕
事
に
励 

ま
さ
れ
て 

い
る
毎
日
で
す
。 

公
益
法
人
へ
移
行 

公
益
法
人
認
定
の
主
な
基
準
は 
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公
益
目
的
事
業
を
行
う
事
を 

主
た
る
目
的
と
す
る
点
に
つ
い
て 



 

会
員
親
睦
旅
行
開
催 

四
国
田
村
神
社
方
面
へ 

 
 

十
一
月
十
七
日
香
川
県
田
村
神
社 

雲
辺
寺
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
観
光
で 

親
睦
旅
行
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

各
地
区
か
ら
の
参
加
で
バ
ス
２
台
。（
参
加

者
六
十
九
名
）
佐
用
コ
メ
リ
前
か
ら
午
前

八
時
出
発
。
途
中
瀬
戸
の
美
し
い
眺
め
を

見
な
が
ら
、
一
路
田
村
神
社
へ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
思
い
を
祈
願
し
、
次
に
讃
岐
う
ど
ん

定
食
で
満
腹
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、

雲
辺
寺
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
は
一
面
紅
葉
、

満
喫
等
素
晴
ら
し
い
会
員
親
睦
旅
行
で
し

た
。 

      

会
員
の
原
稿
募
集 

 

 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
年
に
二

回
の
予
定
で
シ
ル
バ
ー
だ
よ
り
い
き
が
い

を
発
行
し
ま
す
。
次
の
よ
う
な
内
容
の
原

稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

① 

会
員
と
し
て
働
く
喜
び
、
生
き
が
い

等
の
自
己
体
験
等 

② 

随
筆
、
短
歌
、
俳
句
等 

③ 

趣
味
の
写
真
等 

☆
原
稿
用
紙
４
０
０
字
詰
一
〜
二
枚
程
度 

☆
原
稿
締
切
日 

平
成
二
十
三
年
五
月
末 

☆
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
下
さ
い
。 

             

 

会
員
の
募
集
を
し
て
い
ま
す 

 

会
員
の
皆
様
の
お
友
達
や
ご
近
所
、
お

知
り
合
い
の
方
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
入
会
を
お
勧
め
願
い
ま
す
。 

 
 

★
入
会
資
格
は 

① 

佐
用
町
に
居
住
し
て
い
る
方 

② 

六
十
歳
以
上
の
方 

③ 

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方 

 
  

会
員
誌
編
集
後
記 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

私
た
ち
の
会
員
誌
と
し
て
の
「

い
き
が
い
」

第
２
号
が
無
事
に
出
来
上
が
り
、
皆
様
に

お
届
け
で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
寄

稿
、
取
材
、
御
協
力
等
に
は
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
次
回
第
３
号
も
よ
り
充

実
し
た
内
容
で
発
行
で
き
る
よ
う
、
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
本
年
も
ご
協
力
頂

き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 

広
報
委
員 

 

西
崎 

光
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

舟
引 

良
基 

井
上 

 

薫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

祐
保 

俊
彦 

   

田村神社にて記念撮影 
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配
分
金
支
払
日 

一
月
分 

二
月
十
五
日(

火)

二
月
分 

三
月
十
五
日(

火)

三
月
分 

四
月
十
五
日(

金)
四
月
分 

五
月
十
三
日(

金)
五
月
分 

六
月
十
五
日(

水)

六
月
分

七
月
十
五
日(

金)
会員数 
男 148名 

女  59名 
計 207名 

H22年 12月末現在 


